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<教授用資料>
POLESTAR English Communication Ⅲ 観点別特色
Ⅰ 内容
本教科書の編集にあたっては，「英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を更に伸ばし，社会生活において活用できるよう配慮する」ことを最大の目標としている。そのために，まずLesson 1～8のPart 1では効果的に英語の文章を読む方法（Reading Skills）を意識しながら文章を読み，Part 2ではPart 1より長い文章をじっくり読んで内容理解を深め，読解力をつけることができる。各Lessonにあるペアワークでコミュニケーション活動を行う。さらに，リスニング，課末では内容把握問題・文法語法確認問題も行い，4技能を絡めて統合的に学んでいく作りになっている。加えて各Lessonの最後にあるFocus on the Themeでは，題材の内容をまとめたり，自分の意見を話したりする活動を行う。また教育基本法にも配慮し，世界の事柄や環境問題に広く目を向けると同時に，日本の文化や伝統にも造詣を深められるように，バラエティに富んだ題材をバランスよく選んでいる。
Ⅱ 全体の構成
１．前見返し：
・Topics Gallery：本書のLessonに関連する写真を載せている。バラエティに富んだトピックを扱っていることがわかるようになっている。 
２．本文：
・Lesson 1～8：
*各Lessonはテーマ別になっており，2つの題材を扱っている。リーディング・スキルを確認できる速読用のPart 1と，精読用のPart 2の二部構成になっている。また，同じテーマの異なる英文を読むことで物事を多角的にとらえる態度を養うことができる。
* Pre-reading Questionsでは写真に関する会話文を聞き，簡単な英語の質問に答える活動を行う。その後で扱う題材テーマについての導入となる。
*Focus on Wordsでは各Lessonのテーマに関連する語の確認を行う。そのLessonで出てくる語と既習の語(『POLESTAR English Communication I /II』で扱った語)を扱っている。
*Part 1の題材については，Check Your Reading Skillsで，リーディング・スキルの確認を行いながら文章の概要を把握する。

*Part 2の題材については，課末でListening(リスニング問題)，Check(内容把握問題)に取り組み，Summaryで，英語で本文の内容を確認する。Further Questionsで本文中の語句についてその内容を確認する。
*文法・語法の練習問題（EXERCISES）でも，コミュニケーション活動を行えるように配慮されている。

*Focus on the Themeでは2つの題材に関する内容をまとめたり，自分の考えを述べたり，調べたことを発表したりして自己表現活動につなげられるように工夫されている。
・Lesson 9, 10：

　*1,000語程度の文章を読み，Listening QuizやCQ (Comprehension Quiz)を行う。

*課末ではListening，Check 1, 2，Summary，Further Questionsで本文の内容を確認し，リーディング・スキルや文法語法の確認，自己表現活動も行える。
*Optional Lesson：読み足し用のLessonとして設けてある。通常Lessonのみでは足りない場合のオプション，休暇などの課題用として取り組むことができるように配慮されている。
*Further Reading：様々な形式の文章に触れられるように，最後に「物語」を1題掲載している。
*Real-World English 1～5：本文の題材に関連した，実際の配信記事を元に作成した読み物。
オーセンティックな英文に触れる機会となり，英文記事の形態に慣れることもできるように配慮されている。
*Structure Analysis 1～5：文の構造や要約の仕方を解説した特集。本文と連動して学べるように工夫されている。

*Sound Square：発音の解説。母音と子音，強勢とリズム，強調などについて学ぶ。

*ディベートやディスカッションの目的や方法について解説したページを設けている。
３．後見返し：
・English Punctuation (英語の句読法)を掲載。英語を書く・読む上で必要となる句読法を取り上げ説明している。
Ⅲ 表記・表現及び使用上の便宜
・傍注：固有名詞や新出語を示してある。
・リスニング問題がある箇所には，ヘッドフォンのマークを示している。

・複数の人数で行う活動がある箇所には，2人の人型のマークを示している。
・調べて発表する活動には1人の人型のマークを示している。
・Further Activities： やや発展的と思われる内容の頁にはこのように表示し，読者の便宜を図っている。Real-World English, Optional Lesson, Further Readingがそれに当たる。
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